
寝屋川流域の浸水対策（大阪府寝屋川市）

近年多発している都市型集中豪雨にも効果を発揮する、寝屋川流域の総合
治水対策、なかでも大阪府がすすめる流域下水道や河川の整備と連携した
寝屋川市の公共下水道（雨水対策）の整備に必要な財源措置を強く要望

最近の浸水被害

住宅浸水被害の写真

住宅浸水被害の写真

平成２４年８月１４日 浸水7,214戸

浸水に対する市民の不安も増大

ストック効果

（大阪・京都を結ぶ京阪電車が半日ストップ）

浸水は社会・経済活動にも大きく影響

京阪電車・寝屋川車庫の浸水状況

本工事着手のため大幅な事業費の伸進

古川雨水幹線、高宮ポンプ場・雨水幹線整備事業 概要図

写真はシールド工法による整備イメージ（大阪府寝屋川市）

+αの効果 浸水対策で市民不安を軽減

４０．９

５０．２

短

時

間

豪
雨

に

よ

り

上

昇

(H22年度、H26年度市民意識調査)

（％）

工事着手

（Ｈ28年度）

不

安

軽

減

Ｈ２２ Ｈ２４ Ｈ２６ Ｈ３２

流域下水道門真寝屋川(三)増補幹線(二)

平成２５年６月１４日より雨水の貯留開始

合流区域の雨水を貯留

高宮ポンプ場・雨水幹線整備事業

分流区域の雨水を雨水幹線に集めて

合流区域の浸水防除を図る

大阪府

太平ポンプ場

大阪府

萱島ポンプ場

合流区域 分流区域

一級河川寝屋川

一級河川古川

一級河川讃良川

流域下水道古川増補幹線

流域下水道古川導水幹線

古川水路

古川分区

古川雨水幹線整備事業

バイパス管を整備することにより、古川水路へ

流入するまえにバイパス管へ流入させ、また古

川水路の水を流域下水道古川増補幹線へ流

入させることで古川分区の浸水の防除を図る


